
ため池劣化状況評価の事例について
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4,808（4,791)

3,578(3,559)

※（　）書は令和3年6月現在

R2年度に福岡県ため池管理保全支援センターが設置された。
R2年度から受託業務として保全管理業務を行っている。

今後、土連の主業務の一つになると思われる。



 防災工事の必要性を判断するため、専門技術者が防災重点農業用ため池の堤体、洪水吐き、取水放流設備等を対象に
調査を行います。
 堤体の漏水・変形等の変状を把握するため、雑草等が繁茂していると適切な調査が行えません。

 下記の写真○良い例 程度まで草刈り対応をお願い致します。

 劣化状況調査につきましては、ため池内の水が満水位状態での調査と落水後の2回行います。
池内に水がある場合の調査は漏水等の確認を行います。また、落水後は堤体法面の浸食・はらみ等の調査を行います。

 ため池管理者様に聞き取りする事項がございますので、ご協力の程よろしくお願い致します。

農業用ため池 劣化状況調査 草刈りのお願いについて

 悪い例 （堤体の変状、漏水把握が困難） ○良い例 （堤体の変状、漏水把握が可能）

10cm程度まで草刈り

【目 的】

【劣化調査】

【聞取り調査】

草刈り
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整理番号 1

 

地区名 池ノ浦池

久山町

〔池ノ浦池〕

ため池管理コード 403480010

市町村名

〔いけのうらいけ〕

調査年度 ため池所在地 施設管理者 

令和3年度 糟屋郡久山町大字山田
字⿊河1636番地

⾏政

調査月日

劣 化 状 況 評 価 調 査 表

令和４年３⽉

 

福岡県⼟地改良事業団体連合会

令和3年6月22日 調査者名 藤本貴之
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劣化状況評価個総括表

 地 区 名  ため池の名称

 調査年月日  ため池ＩＤ

 調査者名  ため池所在地

 堤 頂 幅 3.00 m ⽔路流⼊型 ⼟⽔路

 堤   高 6.50 m 流⼊部 （B）3.00ｍ×（H)1.50ｍ

 堤 頂 ⻑ 60 m 斜樋 ２箇所
スライドゲート
スライドゲート

 総 貯 ⽔ 量 17.2 千 底樋 ２箇所
ヒューム管Φ300
ヒューム管Φ300

 劣化状況評価 

防災工事

補修・経過観察

防災工事 

経過観察 

補修・経過観察

-

変状なし

-

変状なし

-

変状なし

-

防災工事の検討

余裕高あり

評価全体所⾒

 

劣化状況評価総括表

 6.貯⽔池内斜面及び地山法面の変状  

 7.ゲート等機械設備の変状 (管理実態等による場合)

 

 

 

 

 

〔池ノ浦池〕〔いけのうらいけ〕

403480010

（局所的漏⽔）

（全体的漏⽔）
 3.堤体等からの漏⽔

 

 4-2 洪⽔吐きの変状 （非コンクリート構造）

 5-3 取⽔放流施設（底樋）の変状 （健全度評価）

 5-1 取⽔放流施設（斜樋）の変状 （健全度評価）

 5-4 取⽔放流施設（健全度評価ができない材質の場合）

 5-2 取⽔放流施設（取⽔トンネル）の変状

 

 
 8.現況洪⽔吐き通⽔能⼒（概算）の検討

 

池ノ浦池

令和3年6月22日

藤本貴之

（通⽔能⼒）

 洪⽔吐き形式・材質

 洪⽔吐き断面

〔ため池の諸元〕※ため池防災支援システム登録情報から記入

劣化状況の詳細調査項目

 1.堤体の断面変形

 2.堤体の変状

 4-1 洪⽔吐きの変状   (コンクリート構造）

 取⽔放流施設形式・材質

 取⽔放流施設断面

劣化状況評価総括表

 糟屋郡久山町大字山田字⿊河1636番地
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劣化状況評価個総括表

劣化状況評価総括表

頻度

特記事項

〔経過観察事項]

6.現況洪⽔吐き通⽔能⼒（概算）の検討

5.その他施設 該当なし

設備

該当なし

経過観察事項

4.取⽔放流施設

1.堤体

2.貯⽔池内斜面・法面

3.洪⽔吐き

該当なし

該当なし

該当なし
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劣化状況評価個表1

ため池ＩＤ〔名称〕

調  査  月  日

□ - -

□ - 補修・経過観察

■ ○ 防災工事

注1: 断面変形率が５％以上と判定された場合は、速やかに発注者に連絡する。

[断⾯変形率の算定]

[当初堤体断⾯の設定]

　  以下の算定式から堤体の断面変形率を算出する。代表断面が複数ある場合、それぞれの断面で算出する。

区分1 断面変形が認められない（軽微な波浪浸⾷のみ）

区分2 断面変形率 ５％未満

区分3 断面変形率 ５％以上

堤体の変形に関する変状（①断面変形率）

所⾒欄

5.1%

403480010〔池ノ浦池〕

令和3年6月22日

劣化状況評価個表１ 堤体の変形に関する変状（①断⾯変形率）(1/2)

調査項目 変状

　   堤⻑が⻑いため池の場合は、堤⻑100ｍ当たり1箇所を標準とし、それを超える場合、適宜ブロック割を⾏い、ブロック
  毎に 代表断面を設定する。

　   堤頂幅、基礎地盤高、堤頂高、洪⽔吐敷高、法面勾配変状箇所の位置を記録し、現況堤体断面図を作成する。代表断面
  が複数ある場合、それぞれの断面で作成する。

　  ため池台帳、既存図面等から築造当時の堤体断面形状を把握する。

　  目視により堤頂幅が最も薄くなっている断面を代表断面とする。

　   設定した代表断面において、現況堤体断面を計測する。代表断面が複数ある場合、それぞれの断面で計測する。

　  上記により難い場合は、現況堤体の代表断面の前後断面及び現況法肩位置と堤体上下流勾配から築堤当初の断面形状を
  仮定し設定する。

　   複数ブロックで代表断面を設定しているため池の場合、各代表断面の断面変形率を算定し、最大となる断面変形率により
  劣化状況評価を⾏う。

評価

[劣化状況評価]

[現況堤体断⾯の計測]

断面変形率 = 当初堤体断面積ー現況堤体断面積
当初」断面積

×100%=
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堤⻑ 60m 堤高 6.50m

 

  

位置 始点 終点 断面① 断面②

X: 75409.233 75459.751 75419.938 - 　※終点方向に7.0mの箇所にて測定(VRS不可のため)

Y: -46367.422 -46342.889 -46364.019 -

Z: 67.738 68.351 67.627 -

 

個表-1 堤体の変形に関する変状（①断⾯変形率） (２ ２)

※２箇所計測位置図

巣鳥池 池ノ浦池

[現況堤体断面の計測]

なし基準点(計測結果）

底樋出口敷高

洪水吐

終点
始点

中樋出口敷高

①

池ノ浦池

取水設備取水設備
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DL＝60.0

劣化状況評価個表-1：堤体の変形に関する変状（①断面変形率）S=1:200　参考

堤体の当初面積に対して算定

堤体変形率=5.0÷98.2×100=5.1%

5%以上により改修の対象

1:2
.5 1:2.0
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個表1-堤体の変形に関する変状（断面変形率） NO.1

現況法面勾配確認状況 現況法面勾配確認状況

堤体上流法面（左岸から撮影）

堤体下流法面（左岸から撮影） 堤体下流法面（右岸から撮影）

余  白 余  白

堤体上流法面（左岸から撮影）

余  白 余  白

現況法面勾配確認状況 現況法面勾配確認状況

余  白
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劣化状況評価個表2

ため池ＩＤ〔名称〕

調  査  月  日

○ 該当 - なし

 

- 該当 ○ なし

 

□ - 該当 ○ なし

□ - 該当 ○ なし

- 該当 ○ なし

 

- 該当 ○ なし

 

□ - 該当 ○ なし

■ ○ 該当 - なし

□ -

■ ○

□ -

□ -

□ -

■ ○

□ -

□ -

□ -

□ -

堤体の盛⼟表層部のずり落ち

〔ゾーン型の場合]・堤体の盛⼟材料（遮⽔材料）の露出
※ ため池の型式はため池データベース等から求める

天端舗装又は地覆コンクリートの連続した線状又は半月状のクラック

漏⽔又はその痕跡を伴う陥没、周辺が湿潤化しているはらみ出し

堤頂部の局所的な沈下。付近の埋設構造物出⼝に⼟砂堆積等の異常

調査項目 変状

表面保護材（目地を含む）の⽋落、めくれ、ずれ、ひび割れ等
[該当ありの場合]・堤体盛⼟材料の浸⾷・流亡を伴っているか

排⽔路等コンクリート製品のずれ・損傷、法先ドレーンの変形・損傷

樹⽊の⽣⻑（大きく⽣⻑していないか）

□

□

[劣化状況評価]

区分1 堤体及び堤体附帯構造物の変状なし 

防災工事

はらみ出し、陥没。ただし、局所的な漏⽔の痕跡はない 

※1 区分2及び3に該当しない軽微な変状は本区分とする

表面保護材、排⽔路等の変状。盛⼟材料の変状又は浸⾷がある

補修・経過観察 

区分2 以下に該当する変状が一つ以上確認される 

区分3 以下に該当する変状が一つ以上確認される 

-

堤頂部の局所的な沈下。ただし、付近の埋設構造物出⼝に異常はない 

堤体又は天端舗装のクラック。ただし、盛⼟材料深部には⾄っていない 

表面保護材、排⽔路等の変状。ただし、盛⼟材料の変状又は浸⾷はない 

堤体盛⼟材料に達する段差、盛⼟表層部のずり落ち

堤体又は天端舗装のクラック。盛⼟材料深部が浸⾷されている

所⾒欄
  堤体下流⾯に陥没及びパイピングあり。漏⽔がは認められるため、防災⼯事を要す。

劣化状況評価個表２ 堤体の変形に関する変状（②断⾯変形率以外）(1/2)

埋設物なし

-

陥没、はらみ出し、堤頂部の局所的な沈下
[該当ありの場合] ・堤体を横断する構造物（取⽔放流設備等）の付近か■

 堤体のクラック、段差（割れ目で高さが異なるクラック）
[該当ありの場合]・堤体盛⼟材料の浸⾷・流亡を伴っているか□

403480010〔池ノ浦池〕

令和3年6月22日

[変状等の把握（チェックリスト）]

-

-

堤体の変形に関する変状（②断面変形率以外） 

評価
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堤⻑ 60m 堤高 6.50m

 
 

堤体
天端高

底樋出口
敷高

洪水吐き
FWL

波受け天端 貯水位
堤高

（参考）

始点 67.74m 60.24m 66.14m - 66.30m 7.50

終点 68.35m

個表-２ 堤体の変形に関する変状（ 断⾯変形率以外） (２ ２)

巣鳥池 池ノ浦池

※堤体区分(本堤、副堤）

標高(計測結果） なし

終点
始点

池ノ浦池

陥没
樹木
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個表2-堤体の変形に関する変状（断面変形率以外） NO.1

余  白 余  白

法面の陥没 法面の陥没

陥没からの漏水は認められない 陥没からの漏水は認められない

余  白 余  白

法面の陥没＋漏水 法面の陥没＋漏水

法面の陥没＋漏水 法面の陥没＋漏水

余  白 余  白
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劣化状況評価個表３-1

□

□

□

- 該当 ○ なし

 

- 該当 ○ なし

 

■ ○ 該当 - なし

■ ○ 該当 - なし

■ ○ 該当 - なし

□ - 該当 ○ なし

堤⻑

①堤⻑ L= 50 ｍ L= 50 ｍ L= 50 ｍ

 観測漏⽔量 Q= 5  Q= 6  Q= 6  

③観測時間 ｔ＝ 60 sec ｔ＝ 60 sec ｔ＝ 60 sec

４ 堤体100ｍ当り
の漏⽔量

[管理者等への聞き取り]

[局所的な漏⽔の把握（チェックリスト）] ※パイピングの発⽣要因となることから特に注意が必要 

（漏⽔が確認される場合）過去と⽐較して漏⽔量が増えていないか

403480010〔池ノ浦池〕

令和3年6月22日

ため池ＩＤ〔名称〕

調  査  月  日 

取⽔⼝（ため池栓、斜樋栓等）を全閉にしても、底樋等の堤体埋設構造物出⼝から⽔が出て
いる（管理者等との⽴ち会いのもと確認するか、または聞き取りによる）

[全体的な漏⽔の把握（チェックリスト）] ※浸潤線が⾼い位置にあり、すべり破壊の要因となる

[漏⽔量の算定]

植⽣が他と異なる箇所、法面保護材がコケ等で変⾊している箇所

劣化状況評価個表３ 堤体等からの漏⽔    (1/3)

[現地調査の留意点]

堤体（下流側）から⽔がにじみ出ている

堤体下流斜面の中段、法尻に設置された⽔路に⽔が流れている

湿潤箇所（堤体下流斜面の中段から法尻、地山との境界部等）

  貯⽔位が漏⽔を調査する上で⼗分な⽔位であり、かつ直近に大きな降⾬がないことを確認して調査する。
  速い流れを伴った局所的な漏⽔、⼟粒⼦を伴う⽔の噴出が確認された場合は、パイピングが発⽣している可能性が高いことか
  ら速やかに発注者に連絡する。

□

□

-

-

なし

なし

なし

特定の⽔位で⽔が貯まりにくい、特定の⽔位以上に貯⽔位が上がらない等がないか

晴天が続いても常に⽔たまりであったり、ぬかるんでいたりする場所がないか

堤体と基礎地盤・地山との境界部、底樋・洪⽔吐き等の堤体を横断する構造物の周辺からの
局所的な漏⽔

 ※ 観測時の貯⽔位 （常時満⽔位から）      cm下

11.3 /min・100ｍ

 漏⽔量を計測し、堤⻑100m当たり漏⽔量を算定する。

   ＱL＝Ｑ／Ｌ×100 [ /min･100m]

    ここで、ＱL  堤⻑100m当たりの漏⽔量[ /min･100m]

         Ｑ  観測漏⽔量[ /min]

         Ｌ  堤⻑[m]

10.0 /min・100ｍ 12.0 /min・100ｍ 12.0 /min・100ｍ

平均

１回目 2回目 3回目
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劣化状況評価個表3-2

■

○ 変化なし - 増加傾向 - 不明

-

□ -

■ ○

-

□ -

■ ○

□ -

注１ 局所的な漏⽔と全体的な漏⽔が同時に発⽣する場合があるため、どちらの漏⽔も評価する。

注２ 漏⽔と堤体、取⽔放流設備等の変状が相互に関連する場合があることから、漏⽔の評価に当たっては漏⽔発⽣箇所周辺の堤体、取⽔放流
   設備等の変状の有無についても確認し、評価する。

-

□

□

□

湿潤箇所（流れのない⽔たまりを含む）が確認される

好湿性植物（コケ、フキ、シダ）の繁茂が確認される

取⽔⼝（ため池栓、斜樋栓）が全閉状態にもかかわらず、堤体の埋設構造物出⼝から流⽔が確
認される。ただし、当該埋設構造物付近の堤体に変状は確認されない

局所的な漏⽔又はその痕跡（⼟粒⼦の流亡、濁り）が確認される

取⽔⼝（ため池栓、斜樋栓）が全閉状態にもかかわらず、堤体の埋設構造物出⼝から流⽔が確
認される。同時に、当該埋設構造物付近の堤体に陥没、はらみ出し、局所的な沈下等の堤体内
部の劣化・損傷が疑われる変状が確認される

区分3 以下のどちらかの変状が確認される

所⾒欄 

区分2 以下に該当する変状が一つ以上確認される場合

-

区分1 局所的な漏⽔が確認されない

劣化状況評価個表３ 堤体等からの漏⽔  (2/3)

性   状

経 時 変化

その他の留意事項

項   目

 [漏⽔の性状確認]

〔漏⽔量が急増する貯⽔位等の情報〕

ため池管理者等からの聞き取り

 

特記事項

あり

堤⻑100m当たりの漏⽔量が60 /min未満だが、漏⽔量の増加、濁り等の異変があったり、陥
没、はらみ出し、局所的な沈下等の堤体内部の劣化・損傷が疑われる変状が確認される

堤体等からの漏⽔（局所的な漏⽔）

堤⻑100m当たりの漏⽔量が60 /min以上

〔劣化状況評価〕

経過観察

防災工事

経過観察

防災工事

-

-

-

堤体等からの漏⽔（全体的な漏⽔）

区分3 以下のどちらかの変状が確認される

区分1 漏⽔及び湿潤箇所が確認されない

区分2 以下の変状が確認される

堤体下流斜面から⽔がにじみ出たり、斜面中段・法尻の⽔路に⽔が流れたりしている。ただ
し、漏⽔量の増加及び濁りはなく。堤⻑100m当たりの漏⽔量は60 /min未満

評価調査項目 状況

  ※ 区分2及び3に該当しない場合、本区分とする 
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堤⻑ 60m 堤高 6.50m

※漏水測定位置図
  

漏水有無
漏水計測

状況
計測方法

計測時の
貯水位

あり 可能 簡易 10.00m

　 　

個表-３ 堤体等からの漏⽔ (3/3)

巣鳥池 池ノ浦池

漏水状況

シダの繁

終点
始点

池ノ浦池

水のにじみ出

漏水箇所
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個表3-堤体からの漏水 NO.1

余  白 余  白

湿潤箇所　 局所的な漏水

局所的な漏水 局所的な漏水

下流斜面からのにじみ出し パイピング

下流斜面にシダの繁茂

余  白 余  白

パイピングパイピング

余  白 余  白

局所的な漏水 好湿性植物
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個表3-堤体からの漏水 NO.2

余  白

漏水量調査

余  白

漏水量調査

余  白

漏水量調査

18



劣化状況評価個表4-2

ため池ＩＤ〔名称〕

調  査  月  日 

□

□

■ ○ 該当 - なし

□ - 該当 ○ なし

□ - 該当 ○ なし

□ - 該当 ○ なし

□ - 該当 ○ なし

□ - 該当 ○ なし

□ -

□ -

□ -

□ -

□ -

□ -

□ -

□ -

□ -

調査項目／状況 

劣化状況評価個表４－２ 洪⽔吐き（⾮コンクリート構造）の変状 (1/2)

   以下の管理状況は、洪⽔時に洪⽔吐きの流下能⼒を著しく低下させ、溢れ出た⽔が堤体を越流又は浸⾷し、決壊させるおそれが
   あるため、速やかに発注者に連絡する。

なし

なし

[管理状況の把握]

 洪⽔吐き流⼊部の流路阻害物（⼟のう、堰板、植物繁茂等）

 漂流物を捕捉するためのスクリーンに流⽊、ゴミ等が詰まっている

区分1 軽微な変状のみ確認される場合

経過観察

区分3 以下に該当する変状が一つ以上確認される場合

⽔路側壁、地山からの湧⽔・漏⽔（全体的又は拡大傾向）

 ※ 障害物が詰まりやすいトンネル構造の洪⽔吐きの場合、⽔路に橋が架けられている場合は特に注意が必要
あり

防災工事⽔路と堤体又は地山の境界部の変状（全体的又は拡大傾向）

⽔路法面の崩れ、洗掘（全体的又は拡大傾向）

補修・経過観察

区分2 以下に該当する変状が一つ以上確認される場合

⽔路側壁、地山からの滲出し、漏⽔跡、滴⽔

⽔路と堤体又は地山の境界部の変状（部分的）

⽔路法面の崩れ、洗掘（部分的）

⽔路側壁、地山からの湧⽔・漏⽔（部分的）

⽔路の流下能⼒を上回る洪⽔が流下した痕跡

所⾒欄

403480010〔池ノ浦池〕

令和3年6月22日

変状の経時的変化 ※管理者等への聞き取りにより把握が可能な場合

[劣化状況評価]

[管理状況の把握]

■
 洪⽔吐き⽔路内に流⽊、ゴミ等の障害物がある

  洪⽔吐き（非コンクリート構造）

評価

材質が浸⾷されやすい素掘り、石積み等で、堤体に接する位置に設置されている

洪⽔吐き側⽔路天端を越える⽔位痕跡

⽔路法面の崩れ、洗掘

⽔路内の湧⽔、漏⽔

⽔路と堤体又は地山の境界部の変状（浸⾷、陥没・クラック、沈下等）

洪⽔吐きが設置されていない
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〔変状の記録〕

 

個表４－２ 洪⽔吐き(⾮コンクリート構造）の変状 （２ ２）

特記事項

　・土水路　特に異状なし

巣鳥池 ⽔路流⼊式流⼊タイプ池ノ浦池 2.60m⽔路幅B

注１）調査範囲は移行部までとする。

流入部 調整部

上流側 下流側

￥

〔底版〕 〔底版〕

〔側壁：地山側〕

〔側壁：地山側〕

〔側壁：堤体側〕
〔側壁：堤体側〕

〔底版〕

〔側壁：地山側〕

〔側壁：堤体側〕

移行部
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個表4-2洪水吐きの変状（非コンクリート構造）　 NO.1

余  白

余  白 余  白

流入部

21



劣化状況評価個表5-1

□ - 該当 ○ なし

□ - 該当 ○ なし

 

□ - 該当 ○ なし

□ - 該当 ○ なし

■ ○

□ -

□ -

■ ○

□ -

□ -

403480010〔池ノ浦池〕

令和3年6月22日

ため池ＩＤ〔名称〕

調  査  月  日 

区分1 施設状態評価Ｓ－４

区分2 施設状態評価Ｓ－３

区分3 施設状態評価Ｓ－２

[施設状態評価] ※健全度評価が可能な材質の場合

 取⽔放流設備と堤体等の境界部の変状（浸⾷、堤体⼟流亡等）

   取⽔施設（斜樋）

-

劣化状況評価個票５ 取⽔放流施設の変状 （１/3)

-

    取⽔放流設備（斜樋、底樋）が健全度評価可能な材質である場合、施設状態評価表に基づき評価する。

[注意事項]

調査項目／状況

[変状等の把握] ※健全度評価ができない材質の場合

[劣化状況評価] ※健全度評価が可能な材質の場合

評価

補修・経過観察

     施設状態評価表を⽤いて健全度を評価する。

防災工事

      [該当ありの場合] ・流⽔は濁っているか

取⽔⼝が全閉の状態で、出⼝から流⽔が確認される
※管理者等との⽴ち会いのもと確認するか、または聞き取りによる

 取⽔放流設備の材質⽊造、石造、その他（        ）

 取⽔⼝部の⼟砂堆積状況（取⽔⼝が塞がっていないか）
※⽔面下で確認ができない場合は、管理者等からの聞き取りによる

所⾒欄

   取⽔施設（底樋）

-

補修・経過観察

防災工事

区分1 施設状態評価Ｓ－４

区分2 施設状態評価Ｓ－３

区分3 施設状態評価Ｓ－２
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劣化状況評価個表5-2

[劣化状況評価] ※健全度評価ができない材質の場合 □

区分2 変状が確認なし -

□
取⽔⼝が全閉の状態で取⽔放流設備出⼝から⽔が出ている
※管理者等との⽴ち会いのもと確認するか、または聞き取りによる

-

□
取⽔⼝部に⼟砂が堆積し、取⽔に支障を来している
※⽔面下で確認ができない場合は、管理者等からの聞き取りによる

-

□ 取⽔放流設備と堤体等の境界部で浸⾷、堤体⼟流亡等が⽣じている -

□ 日常又は洪⽔時の管理操作が困難 ※管理者等へ聞き取りによる -

所⾒欄

劣化状況評価個票５ 取⽔放流施設の変状      (2/3)

防災工事

区分3 以下に該当する変状等が一つ以上確認される

     取⽔放流設備

評価 調査項目／状況

補修・経過観察

該当なし
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背設状態評価表-斜樋

-   
-   
-   

(1) 形状と幅（最大ひび割れ幅 - 1.0㎜未満 - 1.0㎜以上 - 1.0㎜以上が全体的注１

(2) 規模（幅0.2㎜以上） - 部分的 注1 - 全体的 注1 -  

(3) 付随物（析出物、錆汁、浮き - あり     

(4) 漏⽔ - 滴⽔   流⽔、噴⽔   

(1) 浮き、剥離・剥落 - 部分的 注1 - 全体的 注1 -

(2) 析出物（ｴﾌﾛﾚｯｾﾝｽ、ｹﾞﾙなど） - ･ 全体的 注１

･ 鉄筋に沿って部分的     

(3) 錆汁 - 全体的 注1     
- -
- - -

(5) 洗掘（洗掘深／覆工厚） - 1/3未満 -  1/3以上1/2未満 -  1/2以上

(6) 鉄筋露出     部分的 注1   全体的 注1

注5:貯⽔により施設全体の調査ができない場合には、調査可能な範囲において評価し、その旨を特記事項に記載する。 

 

注1:「部分的」とは概ね全体の50%未満を示し、「全体的」とは全体の50%以上を示す。

注2:各評価項目の評価区分のうち、複数の変状が列挙されているものはいずれか一つでも該当すれば当該評価区分とする。 

注3:構造別評価及び施設状態評価は、最も健全度が低い評価を代表値とする。 

注4:境界部分の変状において、浸⾷によりゲート・バルブの操作が困難な場合は１ランクダウン等の検討を要する。 

[特記事項]    変状は認められない。

(4) 摩耗、すりへり

施設状態評価表（斜樋）

評価項目
構造別
評価

施設状態
評価

Ｓ－４   Ｓ－３  Ｓ－２

評価区分

1.境界部分の変状

Ｓ-４

Ｓ-４

1-1.斜樋と堤体の境界部分の変状

2-2.ひび割れ以外

・浸⾷
･ 堤体⼟の流亡
・空洞発⽣

2.構造物自体の変状

2-1.ひび割れ

Ｓ-４

  

･ 細⾻材露出(全体的)注1

･ 粗⾻材露出(部分的
･ 細⾻材露出(全体的)注1

･ 粗⾻材露出(部分的
･ 細⾻材露出(全体的)注1
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施設状態評価表-底樋

- 滴⽔ - 流⽔、漏⽔   

     - 底樋周辺

      

- 時間的変化なし
又は減少傾向 - １ヵ月間に

10%未満の増加 - １ヵ月間に
10%以上の増加

- 微量 - 近い将来底樋が
覆われる⾒込み - 底樋埋没

  - 管の流量に影響 - 堤体の変形に影響

1.漏⽔量

Ｓ-４

Ｓ-４

Ｓ-４

1-1.漏⽔量

1-2.漏⽔箇所

1-3.濁り具合
（取⽔ゲート全閉時、底樋吐出し⼝から泥⽔）

1-4.漏⽔量の時間的変化

2.堆積泥⼟の状態

3.たわみ量

注1:底樋の出⼝などにおいて目視による評価を⾏う。

注2:漏⽔量については、期間を空けて変状を把握する必要があるが、管理者等から漏⽔の状況変化を聞き取り評価してもよい。

注3:構造別評価及び施設状態評価は、最も健全度が低い評価を代表値とする。

[特記事項]  変状は認められない。

評価項目
構造別
評価

施設状態
評価

施設状態評価表（底樋）

評価区分

Ｓ－４   Ｓ－３  Ｓ－２
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堤⻑ 60m 堤高 6.50m

〔変状の記録〕

 

個票５ 取⽔放流施設の変状  （3  3）

巣鳥池 池ノ浦池

斜樋

樋管

堤体土の流亡

.
１．境界部分の変状

流水方向

〔巻立部：:左面〕

〔巻立部：:上面〕

〔巻立部：右面〕

２．ひび割れ

〔階段部：:〕
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個表5-取水放流施設の変状 NO.1

余  白 余  白

余  白 余  白

余  白 余  白
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劣化状況評価個表6

ため池ＩＤ〔名称〕

調  査  月  日 

□ - 該当 ○ なし

□ - 該当 ○ なし

□ - 該当 ○ なし

○

□

□

区分2 以下に該当する変状が確認される

区分3 以下に該当する変状が確認される

防災工事

経過観察

ー

-

-法面・斜面が部分的に崩落しており、その範囲が拡大傾向放置すると近い将来、堤体の 
損傷、取⽔⼝の閉塞を招く

法面・斜面崩落の兆候（はらみ出し、湧⽔、地表面の異常等）あり。 

所⾒欄 

劣化状況評価個表６ 貯⽔池の斜⾯及び地⼭法⾯の変状   (1/2)

     本調査表は、法面及び斜面が崩壊した場合に、堤体・付帯施設及び貯⽔池の安全性に影響が⽣じる可能性がある範囲を対
  象とする。

[留意事項]

調査項目／状況 評価

[管理状況の把握]

[劣化状況評価]

 貯⽔池斜面や地山法面の湧⽔、陥没、はらみ出し

 貯⽔池法面に隣接する道路の連続した⻲裂や段差、ずれ 

 植⽣変化箇所、貯⽔池内の樹⽊等の管理・⽣育状況（倒⽊等） 

403480010〔池ノ浦池〕

令和3年6月22日

    貯⽔池内の斜面及び法面の変状

区分1 変状が確認されない
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堤⻑ 60m 堤高 6.50m

 本調査表は、法面及び斜面が崩壊した場合に、堤体・付帯施設及び貯⽔池の安全性に影響が⽣じる可能性がある範囲を対象とする。

  

個表６ 貯⽔池の斜⾯及び地⼭法⾯の変状   (2/2)

巣鳥池 池ノ浦池

※個表-6　〔管理状況の把握〕及び〔ため池周辺の状況把握〕の該当項目を平面図に記入
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個表6-貯水池の斜面及び地山法面の変状 NO.1

余  白 余  白

余  白 余  白
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劣化状況評価個表7

ため池ＩＤ〔名称〕

調  査  月  日 

□ - 該当 ○ なし

□ 補修部品の確保（部品取扱いメーカーの有無、汎⽤部品の在庫等 - 困難 ○ 可能

□ - 該当 ○ なし

□ -

□ -

□ -

□ -

■ ○

□ -

□ -
所⾒欄 

劣化状況評価個表７ ゲート等機械設備の変状   (1/2)

[留意事項]

    機械設備の機能低下状況は管理者からの聞き取りにより把握、評価することを基本とする。

[変状の把握（定量的評価による場合）]

     施設機械（ゲート等）健全度評価表に基づき、施設状態を評価する。

403480010〔池ノ浦池〕

令和3年6月22日

[変状の把握（管理実態等による場合）]※管理者からの聞き取り

⽔制機能の喪失（ゲート操作不能、⼾当たりやゲート本体の⽋損等）

日常管理（営農⽤⽔管理）や非常時管理（緊急放流管理）の支障

評 価

    施設機械（ゲート等） ※管理実態等による場合

[劣化状況評価]

調査項目／状況

    施設機械（ゲート等） ※定量的評価による場合

防災工事

ー区分1 施設状態評価Ｓ－5

区分2 施設状態評価Ｓ－４

区分3 施設状態評価Ｓ－３

区分4 施設状態評価Ｓ－２

ー

補修・経過観察

防災工事

健全

補修・経過観察

区分2 管理上、非常時の操作に支障ない範囲の変状。 

区分3 管理場、非常時の操作に支障あり、又は⽔制機能が喪失  

区分1 変状なし
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Ｓ－５ Ｓ－４   Ｓ－３  Ｓ－２

なし

重要な部位以外で、軽微
な変形・損傷・たわみあ
り

重要な部位で、軽微な変
形・損傷・たわみがある
が、機能上支障なし

重要な部位以外で、機能
上支障のなる、変形・損
傷・たわみあり

重要な部位で、機能上支
障のなる、変形・損傷・
たわみあり

Ｓ-４

目視 透明で変⾊なし
目視 透明であるが、⾊ 
   が濃い
状態 異種油が混⼊

目視 透明であるが小さ
   な⿊点あり
状態 異物が混⼊

目視 乳白⾊に変化
状態 気泡や⽔分が混⼊

目視 ⿊褐⾊に変化
臭い 悪臭
状態 酸化劣化

Ｓ-４

正常に作動している －
重要な部位以外が正常に
作動しない

重要な部位が正常に作動
しない

Ｓ-４

「さび」・「はがれ」
等の劣化状態が全体的

② 手動装置

Ｓ-４

健全度評価表（ゲート等機械設備（開閉装置））

評価項目
部位別
評価

施設状態
評価

① 全体

Ｓ-４

Ｓ-３

塗装部

評価区分
項目別
評価

Ｓ-３変状がほとんど認めら
れない

(1) 変形、損傷、摩耗

(2) 給油

(3) 作動

[特記事項]

注1:部位別評価及び施設状態評価は、最も健全度が低い評価を代表値とする。

注2:各評価項目の評価区分のうち、複数の変状が列挙されているものはいずれか一つでも該当すれば当該評価区分とする。 

－
「さび」・「はがれ」
等の劣化状態が部分的
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堤⻑ 60m 堤高 6.50m

〔変状の記録〕

 

個票7 ゲート等機械設備の変状  （２ ２）

巣鳥池 池ノ浦池

0
.
5

巻上げ装置

⼟砂吐ゲート

取水バルブ

巻上げ装置

土砂吐ゲート

取⽔バルブ
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個表7-ゲート等機械設備の変状 NO.1

ゲートカバー発錆

余  白 余  白

中樋
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劣化状況評価個表8

ため池ＩＤ〔名称〕

調  査  月  日 

■ あり

■ あり

□ -  

■ ○ B

□ -  

■ ○ 15%

□ - 229%

所⾒欄 

洪⽔吐き通⽔能⼒の判定

[施設性能評価]

劣化状況評価個表8 現況洪⽔吐き通⽔能⼒の計算

[現況洪⽔吐き通⽔能⼒の計算]

洪⽔吐き通⽔能⼒の計算 

 ① 地域最大Ｑｍａｘ・200年確率・100年確率・50年確率・30年確率・10年確率洪⽔量を県内４ブロック(別紙ブロック割図添
付）分けて算出する。

 ② 貯留効果を考慮しない。

 ① 洪⽔吐きの通⽔能⼒を性能ランク（Ａ〜Ｃ）で評価。
 ② 性能ランクＢ（通⽔能⼒はあるが、必要余裕高なし）の場合、必要余裕高を考慮した場合の現況能⼒と必要能⼒を対⽐。
 ③ 性能ランクＣ（通⽔能⼒、必要余裕高ともになし）の場合、必要余裕高を考慮しない場合の現況能⼒と必要能⼒を対⽐。

403480010〔池ノ浦池〕

令和3年6月22日

   現況洪⽔吐き通⽔能⼒計算に基づき排⽔性能評価をする。

[劣化状況評価]

調査項目／状況

（性能ランクBの順位付け）
余裕高を考慮した場合の洪⽔吐き能⼒の評価 (現況能⼒） （必要能⼒）＝（％）

（性能ランクCの順位付け）※100％以下堤体天端越⽔
余裕高を考慮しない場合の洪⽔吐き能⼒の評価 (現況能⼒） （必要能⼒）＝（％）

評 価

   性能ランク

    性能ランクの順位付け

性能ランク A
現況の洪⽔吐きが設計洪⽔流量（200年確率又は地域最大の内いずれか大なる流量）以上の能⼒
を有し、かつ当該洪⽔位と堤体天端との差が、必要余裕高以上の場合。

性能ランク B
現況の洪⽔吐きが設計洪⽔流量（200年確率又は地域最大の内いずれか大なる流量）以上の能⼒
を有し、かつ当該洪⽔位と堤体天端との差が、必要余裕高未満の場合。

性能ランク C 
現況の洪⽔吐きが設計洪⽔流量（200年確率又は地域最大の内いずれか大なる流量）以上の能⼒
をもたない。
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洪水吐き通水能力計算-１

現況洪⽔吐き通⽔能⼒の計算書

※通⽔断面積算出の相違により２タイプ ※流量公式の相違により２タイプ 

■ 現況洪⽔吐きの通⽔能⼒の確認（以下のタイプ別に確認）

Ⅰ－2タイプ

Ⅱ－1

※流量公式が同一により１タイプ 

Ⅱ－2タイプⅠ－1タイプ

Ⅰ－2 ・側面越流

(1) 現況洪⽔吐きの通⽔能⼒の計算

■ 洪⽔吐き通⽔能⼒の計算

■ 洪⽔吐きの通⽔能⼒の判定

 ②貯留効果は考慮しない。
 ①地域最大Ｑｍａｘ・200年確率・100年確率・50年確率・30年確率・10年確率洪⽔量を県内４ブロック(別紙ブロック割図添付）分けて算出する。

暗渠式

  ③ 性能ランクＣ（通⽔能⼒、必要余裕高ともになし）の場合、必要余裕高を考慮しない場合の現況能⼒と必要能⼒を対⽐。

Ⅲ⽔路流⼊式
Ⅱ－2

側面越流

越流堰式 ・正面越流Ⅰ－1

Ⅱ－1タイプ

Ⅰ Ⅱ

  ② 性能ランクＢ（通⽔能⼒はあるが、必要余裕高なし）の場合、必要余裕高を考慮した場合の現況能⼒と必要能⼒を対⽐。
  ① 性能ランク A   洪⽔吐きの通⽔能⼒を性能ランク（a〜c）で評価。

設計洪⽔流量を算定し、 現況の洪⽔吐きが必要な通⽔能⼒を備えるか否かを判定する。通⽔能⼒の計算は以下のような考え⽅で⾏う。

 ③計算について、データ⼊⼒（１）〜（３）に従い、データ⼊⼒を⾏う。
 ④ ③のデータ⼊⼒によって、計算結果が求められる。

正面越流

b1

FWL

堤体天端堤体天端

堤体天端 堤体天端

堤体天端

堤体天端

堤体天端

Hｈ

H HWL
Fb

HWL
Fb

HWL Fb

HWL
Fb

HWL Fb

FWL

FWL FWL

FWL

FWL

FWL

HH

b1

b2

b2

b3

h1

h2

H

Hｈ
H

H
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洪水吐き通水能力計算-２

 
 

  

〜
〜
〜

〜 〜
〜 〜

〜 〜 〜
〜 〜

ｍ

※ ｍ

ｍ ※暗渠式にて（円管の場合は=Φ×0.90）を⽔路幅とする。

ため池の名称 池ノ浦池 

表2-1 ピーク流出係数 fp

表2-2 従来よりよく⽤いられるピーク流出係数 fp

Ⅰ-1

1.00

-Ⅰ-1

1.60 1.60

④⽔路高（H)

表１-1 洪⽔到達時間係数 Cの値(角屋:福島)  

2.00

2.60
3.20
1.60 2.00

-

流量係数及び流域の地域係数の選定

単位（ｍ）

140 0.0000 0.0

0.0690

選択

既設洪⽔吐き
断面寸法

-

0.80 0.50

・暗渠式         「Ⅱ-1」,「Ⅱ-2」,「-」

⼊⼒条件
2.00

-
4.00

-

0.00

⼊⼒ 

200 0.0000 0.0

C 面積（ ）
20.0

C×面積地域の地形
・自然丘陵山地
・放牧地、⽔田
・ゴルフ場

越流堰式

.自然丘陵山地

⽔路流⼊式

C=
C=

6.90290

・⽔路流⼊式（⼟⽔路含む）「Ⅰ-1」,「Ⅰ-2」,「-」

既存洪⽔吐きの型式

0.80
0.0770 20.6

0.75

7.70

・開発後造成宅地 100 0.0000 0.0

暗渠式

・市街地・ため池 70

・越流堰式（側流⼊式）  「Ⅲ」,「-」

210

0.00

2.00

⑥⽔路高（h2）

0.00
 

 ②⽔路上幅（b2）

1.50

1.30
0.30

 

.ゴルフ場

.放牧地 190

90
.開発直後粗造成宅地,舗装道路及
び⽔路の密な農地

①⽔路底幅（b1）

・平らな耕地

130

0.008

150

0.008

地 形 の 状 態

0.0000.90

0.077

0.069

0.000

0.051 山地等

宅地等0

耕地等

0.70

0.059
池

計算数値
（Bｗ）

0.75
0.50 0.75 ・平地小河川
0.45 0.60 0.50

0.75

加重平均値(f)

0.70 0.85

地 形 の 状 態

・山地河川

fp

 計算結果

C=

C= 〜

・起伏のある⼟地及び樹林地

・かんがい中の⽔田

・流域半ば以上が平地である大河川

0.90
fp

C=

110

少数点以下
(２位止)

・山地河川

0.80

・流域半ば以上が平地である大河川

・平らな耕地 0.53

0.66

・急しゅんな山地 0.75
・三紀層山地

267
計

 計算結果C×面積 面積

0.0080 0.6

備考ｆｐ×面積

0.77

0.60

1.00

平均値

0.000

0.45

0.80

⑦暗渠高  (Hh)

⑤⽔路高（h1）

③⽔路上幅（b3）

0.74

・かんがい中の⽔田 0.75

1.00

・急しゅんな山地

・起伏のある⼟地及び樹林地 0.63

0.80

0.83

表１-２ 洪⽔到達時間係数 Cの値(角屋:福島)

.市街地

250

・三紀層山地

ｆｐ×面積 面積350

流域面積(ha）

・平地小河川

66.10（Ⅰ－2タイプ）

※【洪⽔吐きの計測】の結果から該当する型式（緑のセル内）を選択し、⻩⾊のセル内に数値を⼊⼒

※【流域図】を作成し、⻩⾊のセル内に数値を⼊⼒ 調査月日

地 形 の 状 態 ｆｐ

計

面積（ ）

0.75

1.
60

ｍ

堤体天端高 67.70

1.データ入⼒（１）

0.63加重平均値（ｃ）

0.00

・宅地
・市街地・ため池

60

令和3年6月22日

 既設洪⽔吐きの断面 【⽔路流⼊式の場合】

2.データ入⼒（2）
1.93

60.20基礎地盤高 
満⽔位高

0.90

90

⼊⼒数値を確認

FWL

⑥
水

路
高

（
ｈ

2
）

⑤
水

路
高

（
ｈ

1
）

④
水

路
高

（
H

）

①水路底幅（b1）

②水路上幅（b2）

③水路上幅（b3）

堤体天端

⑦
暗

渠
高

（
H
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洪水吐き通水能力計算-３

※該当するブロックを（緑⾊セル内）を選択

 1

福岡市 春日市 大野城市 那珂川市  
糸島市 太宰府市 筑紫野市 古賀市
福津市 久山町 新宮町 篠栗町
粕屋町 須恵町 志免町 宇美町  
宗像市 中間市 田川市 嘉麻市 直⽅市
飯塚市 宮若市 小竹町 福智町 鞍手町
香春町 桂川町 岡垣町 芦屋町 ⽔巻町
遠賀町 川崎町 大任町 糸田町 添田町 赤村
北九州市 ⾏橋市 豊前市 築上町
上毛町 みやこ町 吉富町 苅田町
大牟田市 大川市 久留⽶市 ⼋⼥市 小郡市
柳川市 筑後市 うきは市 みやま市 朝倉市
広川町 大刀洗町 筑前町 大⽊町 東峰村

 ■ 本邦・降⾬強度式形・適合検定分布図 ■降⾬強度式形としては次の3形式のいずれかを標準とする。
応⽤⽔門統計学P156

 

 

 

● I = a/(√t +b)の最適地点
○   =a/tnの第1位
△ I =a/(t+b)の最適地点

 

10年 30年 50年 100年 200年 既往最大 10年 30年 50年 100年 200年 既往最大 10年 30年 50年 100年 200年 既往最大
1 ○ 193.4 238.0 258.6 286.7 315.3 307.8 60.6 73.1 78.8 86.7 94.6 96.5 21.2 24.1 25.3 26.9 28.5 23.5
2 - 213.4 273.8 303.2 345.0 388.9 338.0 65.4 77.7 83.3 91.0 98.7 101.0 22.4 25.3 26.5 28.2 29.7 29.0
3 - 171.0 198.5 210.6 226.7 242.4 265.7 58.3 69.5 74.7 81.6 88.6 77.4 21.1 24.3 25.7 27.5 29.3 32.5
4 - 225.4 286.5 315.7 356.8 399.5 516.0 70.5 81.4 86.0 92.0 97.6 129.5 22.0 25.2 26.6 28.5 30.3 30.0

  よって、県内全域をケースⅢの(⽯⿊形)を採⽤する。

  ここで、I は降⾬強度(mm/hr)、tは降⾬継続時間(min) 、a 、b 、n はいずれも地⽅定数
である。  九州（福岡）における降⾬強度式形としては、検定分布図に示すように、CaseⅢ
の⽯⿊式が最もよく適合している。

飯塚測候所

下関地⽅気象台

朝倉観測所

■観測所 降⾬資料

√t + ｂ

t + ｂ
a

a

tn
a

福岡管区地⽅気象台
タルボット形

シャーマン形

⽯⿊形

(参考)

ﾌﾞﾛｯｸ名
代表
    観測所

ﾌﾞﾛｯｸに属する市町村名 選択

-

4
昭和21年〜令和2年

昭和21年〜令和2年

昭和21年〜令和2年

昭和21年〜令和2年

下関 -

1 福岡

筑豊 飯塚

福岡 ○

ブロック番号
最大日⾬量（㎜） 最大時間⾬量（㎜） 最大１０分間降⾬量（㎜）

 Case Ⅰ      =

県内ﾌﾞﾛｯｸ(土木参考)

2 -

 Case Ⅱ      =

 Case Ⅲ      =

3.データ入⼒（３）

1

2

3

 ■ 地域特性を踏まえて4ﾌﾞﾛｯｸに分割し、ﾌﾞﾛｯｸ代表観測所における確率降⾬強度式を算定し洪⽔到達時間内の平均有効降⾬強度reを求める。

4 県南 朝倉

3 北九州
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洪水吐き通水能力計算-４

(2) 設計洪⽔流量の算出

1．確率⾬量 【 】

2．洪⽔到達時間内の平均有効降⾬強度  降⾬強度式形（⽯⿊形）

3．洪⽔到達時間 4.設計洪⽔流量 5.計算結果一覧表
C × × Q= 1/3.6 × fp × Rt × A × 1.2

tp:洪⽔到達時間 (min) Q:洪⽔ピーク流量 (  s)
C :⼟地利⽤条件に応じて異なる係数 Rt:洪⽔到達時間内の平均有効降⾬強度(㎜ hr)

 A :流域面積 ( ) fp:ピーク流出係数
 fp:ピーク流出係数 A:流域面積 ( )
 re:確率降⾬強度  re=fp×ｒ
 ｒ 確率降⾬強度
 tp= × ■池ノ浦池 の設計洪⽔流量は、 計算結果、１/200年確率設計洪⽔流量となる。

Q= × × × ×
＝

地域最大Ｑｍａｘ・200年確率・100年確率・50年確率・30年確率・10年確率の、各洪⽔流量を県内４ブロックに(別紙ブロック割図添付）分けて算出する。

※設計洪⽔流量は,検討確率年洪⽔流量の1.2倍をもっ
て設計洪⽔流量とする。

福岡ブロック

2.170.077
267

0.77

確率年

1.97
1.82

Q（  ｓ）確率
地域最大

200年確率
100年確率

2.38
2.24

tp=

50年確率
30年確率
10年確率

112.9
120.0
109.7
99.5
92.0

A0.22

75.1 36.7 36.7 75.2 109.792.0 34.2 34.2 92.0 32.2 32.2 109.799.5 33.3 33.3 99.5

a'

√t +

74.8 36.8

72.8 37.1

√t +

ｔｐ

37.1 74.8

√t   +  b

a'・RN
60

√t   +  b

969.65

√t + 2.50

√t + 2.50

36.8 75.1

116.6

116.6 31.5 31.5 119.6

119.6 31.2 31.2 120.0

角屋・福島式 特性係数法

Rt ｔｐ ｔｐ Rt

33.9 33.9

9.26

√t + 2.171.00

860.06

1.77

1.77

8.75

10.25

286.7 ｍｍ

86.7 ｍｍ

26.9 ｍｍ

1.86

7.26

9.92

32.0

151.89 (fp・ｒ）-0.35

re-0.35

315.3 ｍｍ

94.6 ｍｍ

28.5 ｍｍ

75.2

Rt（㎜ ｈｒ）

9.92

1404.08

7.31

9.52

32.0

1.46

7.52

14.55

ｔｐ

1.81

7.20

200年

193.4 ｍｍ

100年50年30年１0年

258.6 ｍｍ

112.8 31.8 31.8 112.9

33.6 111.5

111.5

96.5

112.8

33.6

特性係数法

6.80

2.50

ｔｐ Rt

2.10

7.52

8.75

1.00

10.25

39.6 72.8

角屋・福島式 特性係数法

Rt

6.80

14.55

√t + 6.80

角屋・福島式

ｔｐ Rt

60.6

Rt

角屋・福島式角屋・福島式

37.1

特性係数法

39.6

Rt

既往最大

確率⾬量
60.6 ｍｍ

21.2 ｍｍ

73.1 ｍｍ

24.1 ｍｍ

日⾬量 

25.3 ｍｍ

時間⾬量

RN
24

√t +√t + 2.171.00

34.9 34.9 94.6

1.77

特性係数法

530.25

1.98

7.37

9.26

1.51

307.8 ｍｍ

96.5 ｍｍ

1.93

23.5 ｍｍ

78.8 ｍｍ

2.17

RN
60

238.0 ｍｍ

10分間⾬量

特性係数式
 βN

降⾬強度式
IN

√t +

√t +

750.18676.91

9.52

(  s)

地域係数（a'）

地域係数（ｂ）

RN
10

βN
60

√60  +  b

√60 -βN
10 √t   βN

10-1

RN
10×6/RN

60

RN
60×24/RN

24

βN
10

86.7

角屋・福島式 特性係数法

Rt ｔｐ ｔｐ Rt

106.5 32.5 32.5 109.3

109.3 32.2 32.2 109.7

ｔｐ ｔｐ Rt

78.8 36.1 96.5

33.6 33.6

36.1

99.2

99.2 33.3 33.3 99.5

2.38

34.2 92.0

√t + 1.51

√t + 1.51

73.1

34.6 91.6

0.77

120.0 112.9 31.8 31.8 112.9120.0 31.2

1/3.6 0.77 120.0 1.2

1.49

0.077

Rt ｔｐ ｔｐ Rt

89.1 34.6

89.1

0.077

120

106.5

91.6 34.2

37.1

31.2

96.5

ため池の名称 池ノ浦池 調査月日 令和3年6月22日

※合理式に⽤いられる有効降⾬強度 reは,
降⾬継続時間と有効降⾬強度,有効降⾬強
度と洪⽔到達時間の⼆つの関係を同時に満
足するものでなければならない。

C・A・fｐ の数値は、データ⼊⼒(1)「表1-1」、
「表2-1」の計算結果より

洪⽔到達時間内の平均有効降⾬強度は下記
により算出する。

設計洪⽔流量
－
○
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洪水吐き通水能力計算-５

(3) 現況洪⽔吐きの通⽔能⼒計算

  

  
  

H
=

H
=

H
=

H
ｈ
＝

  
Bｗ= B= B=

:
:
:
:

・最大通⽔能⼒
・洪⽔流量の越流⽔深

:
: 流⼊係数（越流堰係数）・・・・・・
:
:

・最大通⽔能⼒

・洪⽔流量の越流⽔深

ｈ
0＝

1.33ｍ 

越
流

⽔
深

※隅部がある場合は、面積分をB幅に配分(Bw)する ※管渠の場合は、Φ×0.90をB幅とする。

洪⽔流量Q

（ｍ）

【Ⅰタイプ・Ⅱタイプ】

※全タイプ波の打上げ高さ≦1.0m として検討する。
FWL＝

1.34ｍ 1.97ｍ3/ｓ

洪⽔流量Q

1.34ｍ 

0.74ｍ 

0.88ｍ

0.86ｍ

Ⅰ-2

ここで、

※隅部がある場合は、ＢＷとする。

1.704×C×B×H0
3/2

洪⽔流量

 Q   1.704×C×B

(m3/s)Q

■流量公式は次式による---⼟地改良事業設計指針 「ため池整備」 66p 

-

Q=

洪⽔吐きのタイプは⽔路流⼊式（Ⅰ-１）タイプです。

1.33ｍ 

200年確率 1.34ｍ 

必要余裕高Fb

EL60.20ｍ 

1.93ｍ

0.67ｍ

地域最大

不足

不足

不足

越
流
堰
式
/
暗
渠
式

【Ⅱタイプ・Ⅲタイプ】

（ｍ） 0.81ｍ

不足

⽔路幅B

※現況余裕高(fb)が必要余裕高（Fb）を確保できない場合は「不足」表示。

Qｍaｘ= 2.10×B×H０
3/2

B

 Q   2.10×B

50年確率

0.93ｍ 1.49ｍ3/ｓ

H０
3/2=

⽔路幅（越流堰幅）

10年確率

H０
3/2=

H０ ⽔深 (越流総⽔頭)    

H０

C

⽔深(越流総⽔頭)

Q=  C×B×H０
3/2

Qｍaｘ=

⽔路流⼊式 

1.93

1.
60

C

Ⅰ-1 ●

⽔
路
流
⼊
式

1.704×C×B×H０
3/2

【Ⅰタイプ】

fb

（ｍ）
0.79ｍ 
0.83ｍ 30年確率

100年確率※Cは全て（2.10）とする

1.82ｍ3/ｓ

計
算
結
果

※現況余裕高が「ー」表示の場合は、余裕高は０ｍで堤体天端を越⽔する高さです。

0.77ｍ 不足

不足

1.34ｍ 

fb

※最高⽔位＝HWL-基礎地盤高

基礎地盤高＝

2.17ｍ3/ｓ

0.72ｍ 

【Ⅱタイプ】
-

越
流

⽔
深

Ⅱ-2

（ｍ）

(m3/s)

流⼊係数（⽔路⼊り⼝の側壁形状）・・・

H
0＝

※全て直角（0.82）とする

B

H
0＝

fb

(越流堰式）

-

（FWL＋越流⽔深）

-

・波の打上げ高さ＞1.0m の場合 余裕高 Fb (m)＝0.05×最高⽔位+波の打上げ高さ

■堤体余裕高の計算は次式による・・⼟地改良事業設計指針 「ため池整備」 46p ■流量公式は次式による---⼟地改良事業設計指針 「ため池整備」 66p 

-

※隅部は、面積分をB幅に配分しない。

-

-

ここで、

⽔路幅（等幅とする） 

       洪⽔流量の計算（確率年毎の洪⽔流量・越流⽔深・余裕高）

【Ⅲタイプ】

越流⽔深H0

■池ノ浦池 の現況洪⽔吐きの計算結果は以下のとおりです。

HWL＝EL66.10ｍ 

2.24ｍ3/ｓ

2.38ｍ3/ｓ 0.92ｍ 0.68ｍ 

池ノ浦池 

ｈ
１
=

-

-

余裕高の計算

Ⅱ-1

-

調査月日

暗渠式（⽔路流⼊・越流堰）

余
裕
高

令和3年6月22日

・波の打上げ高さ≦1.0m の場合

現況余裕高fb確率

越
流

⽔
深

ため池の名称

越流堰式 

(⽔路流⼊式）

余裕高 Fb (m)＝0.05×最高⽔位+1.0

結果

隅部

堤体天端

隅部

堤体天端堤体天端

FWL
FWL

FWL
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洪水吐き通水能力計算-６

ｂ3＝

H=

H0＝

ｂ2＝ H０＝

H0＝ H= H0＝

ｂ1＝

BW＝

計算結果（各確率年）一覧
（  ｓ）となる。

１ (m) (m) 必要余裕高（Fb)＝ (m)

２ (m) (m) 必要余裕高（Fb)＝ (m)

３ (m) (m) 必要余裕高（Fb)＝ (m)

４ (m) (m) 必要余裕高（Fb)＝ (m)

５ (m) (m) 必要余裕高（Fb)＝ (m)

６ (m) (m) 必要余裕高（Fb)＝ (m)

１）  H0＝各確率年洪⽔流量より流量公式にて算出。

２）  ⽔路高（H)－越流⽔深 （H０）

３）   Fb＝0.05×最高⽔位+1.0

1.49

※計算結果が「ー」表示の場合は、現況余裕高は0mで、数値は堤体天端を越⽔する高さです。

0.77 現況余裕高(fb)=

1/１0年確率洪⽔流量= （  ｓ）

越流⽔深H0=

（  ｓ） 0.88

（  ｓ）

現況余裕高（fb）

越流⽔深 Ｈ0

1/30年確率洪⽔流量= 1.82 （  ｓ）

必要余裕高（Ｆb）

1/100年確率洪⽔流量=

1/50年確率洪⽔流量= 1.97 （  ｓ）

（  ｓ）

1/200年確率洪⽔流量=

1.93

0.80

2.24 現況余裕高(fb)= 0.72

0.67 現況余裕高(fb)=

0.81越流⽔深H0=

越流⽔深H0=

(4) 洪⽔吐き通⽔能⼒の計算結果
1.

30

3.20

0.
30

1.
60

2.60

EL66.10ｍ 

EL67.70ｍ 

ｈ
2＝

Ⅰ-1 タイプ

1.33

地域最大洪⽔流量=

越流⽔深H0= 0.86

2.38

2.17

1.33

0.68

現況余裕高(fb)=

「１/200年確率洪⽔流量 Q＝

0.74

越流⽔深H0=

2.38

越流⽔深H0=

0.92

■ 計算結果より、池ノ浦池 における設計洪⽔流量は

0.93

現況余裕高(fb)=

-

0.92

現況余裕高(fb)=

0.83

0.79

2.38 ｍ3/ｓ

0.68

「１/200年確率洪⽔流量 Q＝

※余裕高Fb 0.4 m不足

1.34 ※余裕高Fb 0.62 m不足

1.34 ※余裕高Fb 0.66 m不足

1.34 ※余裕高Fb 0.6 m不足

1.34 ※余裕高Fb 0.55 m不足

※余裕高Fb 0.5 m不足

ｈ
1＝

ため池の名称 池ノ浦池 調査月日 令和3年6月22日

-

※H０の値がH以上の場合は破線にて朱⾊で表示

1.60

1.60

0.92

FWL

堤体天端 堤体天端

HWL

ｆb＝

FWL

HWL

H＝
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■洪⽔吐きの通⽔能⼒の計算 （１）

１、洪⽔流量の計算結果

２、必要余裕⾼（Fb)
全タイプ波の打上げ高さ≦1.0m として次式により検討する。

H２:最高⽔位＝HWL-基礎地盤高

＝ + - =

× ＋

＝

３、通⽔能⼒の評価
=

=

4、必⽤余裕⾼の評価
＝

５、性能ランク
性能ランク・・・・・・・・ 劣化状況評価総括表に⼊⼒

 

〔Ⅰ-1 型 ⽔路流⼊式〕

  

性能ランク 評価基準 通⽔の能⼒ 余裕高

必要余裕高 Fb 1.34ｍ ※ fb＜=FBであるため・・・ 余裕⾼「NG」

c 現況の洪⽔吐きが設計洪⽔流量（200年確率又は地域最大の内いずれか大なる流量）以上の能⼒をもたない。 NG NG

○

b
現況の洪⽔吐きが設計洪⽔流量（200年確率又は地域最大の内いずれか大なる流量）以上の能⼒を有し、かつ当該洪⽔
位と堤体天端との差が、必要余裕高未満の場合。

○ NG

b

a
現況の洪⽔吐きが設計洪⽔流量（200年確率又は地域最大の内いずれか大なる流量）以上の能⼒を有し、かつ当該洪⽔
位と堤体天端との差が、必要余裕高以上の場合。

○

FWL〜堤体天端高まで:（H） 1.60ｍ ※ H0＜=Hであるため・・・ 現況断⾯で通⽔「OK」

現況洪⽔吐き余裕高 ｆb 0.68ｍ 

余裕高(m)＝ 0.05 6.82ｍ 1.00
1.34ｍ 

洪⽔吐き越流⽔深 :（H0） 0.92ｍ

余裕高(m)＝0.05×H2+1.0

FWL 66.10ｍ 基礎地盤高 60.20ｍ
(66.10ｍ 0.92ｍ) 60.20ｍ 6.82ｍ 

1.60ｍ
200年確率  2.38 ｍ3/ｓ 0.92ｍ Ⅰ-1 0.68ｍ

地域最大 2.24 ｍ3/ｓ
1.93ｍ

0.88ｍ

 

確率 洪⽔流量Ｑ ⽔路幅Ｂ 越流⽔深H0 型式 

 

堤体天端までＨ

【性能ランクAの場合】

0.72ｍ

（５）洪⽔吐きの通⽔能⼒の計算結果     

余裕高fｂ=Ｈ-H0

⽔路流⼊式

HWL

H０

堤体天端

FWL

fb200年確率

地域最大 H
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■洪⽔吐きの通⽔能⼒の計算 （２）

１、洪⽔流量の計算結果

２、余裕⾼を考慮した場合の洪⽔吐き能⼒ 
流量公式は次式による

＝

３、余裕⾼を考慮した場合の洪⽔吐き能⼒の評価
(現況能⼒） （必要能⼒）＝  

=   現況能⼒と必要能⼒の割合により、性能ランク（Bの場合の順位付け）

■洪⽔吐きの通⽔能⼒計算結果 （３）

１、洪⽔流量の計算結果

２、余裕⾼を考慮しない場合の洪⽔吐き能⼒（堤体天端⾼までの流⽔） 
流量公式は次式による

＝

３、余裕⾼を考慮しない場合の洪⽔吐き能⼒の評価
(現況能⼒） （必要能⼒）＝  

=   現況能⼒と必要能⼒の割合により、性能ランク（Cの場合の順位付け）
※100％未満の場合は、堤頂を越⽔します。

5.45 ｍ3/ｓ 2.38 ｍ3/ｓ

229%

1.704×C×B×H0
3/2

1.704×C×B×H0
3/2

⽔路流⼊式
Q= 5.45 ｍ3/ｓ

C=0.82 H0＝H

地域最大 2.24 ｍ3/ｓ ⽔路流⼊式
1.60ｍ 1.60ｍ 1.93ｍ

200年確率  2.38 ｍ3/ｓ Ⅰ-1

【性能ランクＣの場合】

確率 洪⽔流量Ｑ 型式 堤体天端までH 越流⽔深H0 ⽔路幅Ｂ

C=0.82 H0＝（H-Fb)

2.38 ｍ3/ｓ 〔Ⅰ-1 型 ⽔路流⼊式〕0.35 ｍ3/ｓ

15%

⽔路幅Ｂ
地域最大 2.24 ｍ3/ｓ ⽔路流⼊式

1.60ｍ 1.34ｍ 0.26ｍ 1.93ｍ

【性能ランクＢの場合】

確率 洪⽔流量Ｑ  型式 堤体天端までH 必要余裕高（Fb) 越流⽔深H0

⽔路流⼊式
Q= 0.35 ｍ3/ｓ

200年確率  2.38 ｍ3/ｓ Ⅰ-1

HWL

H０

堤体天端

FWL

fb200年確率

地域最大

HWL

H０

堤体天端

FWL

H

200年確率

地域最大

H
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（６）洪⽔吐き断⾯積算定書

ｂ3＝ ｂ2＝

堤体天端 堤体天端

ｂ2＝

ｈ
2＝

H
=

H
=

ｈ
1＝

ｂ1＝ ｂ1＝

＋ × × ＋ ＋ × × ＝

＋ × × ＝

÷

÷  Ｂｗ ＝ ÷ ＝

Ｂｗ ＝ ÷ ＝

●

EL67.70ｍ 

3.08 1.60

1/2

断面積(A)

(H)

1.93

1/2

換算値(Bｗ)= 断面積(A)

1.93

1.30 断面積(A)=

0.80

断面積(A)=

(2.60

(0.80

EL66.10ｍ 

3.20)

換算値(Bｗ)= (H)

0.301/2 3.08

2.60)

令和3年6月22日ため池の名称

Bｗ= Bｗ=

⽔路流⼊式【Ⅰ-2】 -

1.
60

2.60

池ノ浦池 調査月日

洪⽔吐きタイプ

3.20

0.
30

1.
30

洪⽔吐きタイプ⽔路流⼊式【Ⅰ-1】
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縮　　尺

調 査 年

1:5,000

流　　　　　　　　域　　　　　　　　図

溜 池 番 号 施設コード 溜 池 名 池ノ浦池 所　在　図

山　地

ため池

計

6.9 ha

0.8 ha

7.7 ha

7.7ha

台帳面積：8.5ha
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